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経済発展が著しく、人口も増加傾向にある成長国 * において、アニメやコミックなどのコン
テンツ市場が拡大を見せています。経済産業省によると、成長国のコンテンツ市場は２０１０年
から２０２０年にかけて、インドや中国の成長率が毎年約８％に及ぶなど、新興国と比較して大
きく成長する予測です。なかでも若年層の多い地域に対しては、今後の消費活動の面でも期待が
持てるため 注目が高ま ています持てるため、注目が高まっています。

近年、日本では国内のコンテンツ市場の成長が鈍化する一方で、経済産業省が推進する「クー
ル・ジャパン」戦略によって、繊細で美しいイラストのアニメやコミックが欧米を中心に人気を
博しています。そして、今後の有力な展開先として、成長国に目が向けられているようです。

例えば総人口が１０億人を超えるインドでは ２０１２年１２月下旬から日印共同制作のイン例えば総人口が１０億人を超えるインドでは、２０１２年１２月下旬から日印共同制作のイン
ド版「巨人の星」が放映される予定です。スラム街に暮らす少年がインドの国技であるクリケッ
トのプロ選手として成長する姿を描きます。原作の舞台である１９６０年代高度成長期の日本と、
現在のインドの経済状況が似ていることから、今回の放映が実現しました。

コンテンツビジネスは、アニメそのものだけでなく関連グッズの商品化などによる付帯効果も
見込まれるため、巨大な消費市場での大きな飛躍が期待されています。見込まれるため、巨大な消費市場での大きな飛躍が期待されています。

＊｢成長国｣とは、ゴールドマン・サックスが提唱する今後世界経済の成長を牽引するであろう8ヵ国(ブラジル、ロシア、
インド、中国、韓国、トルコ、メキシコ、インドネシア)を指す。
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